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【食事】

胃腸を休める為、口から物を食べたり、

水分を取る乙とができません。かわりに、

24時間点滴をします。

口を潤すためのうがいはできます。腸

閉塞が改善したら、重湯などから食べら

れます。お腹の症状（腹痛、瞳吐等）が

無ければ徐々に食事を3分粥→5分粥→

全粥→軟飯→米飯の順に変更していきま

す。
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【活動】

入院中は、点滴をします。場合によっ

ては鼻から胃や腸まで管が入りますが、

点滴をしたまま、管を入れたままトイレ

に歩いたり、売店に行ったり散歩に行く

ととはできます。お腹の張りが減ってく

れば、医師が診察し鼻から入っている管

は抜けます。

【清潔】

看護師が体を温かいタオルで拭きま

す。お腹の張りが改善してきたらシャ

ワーに入るととができます。
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[2.m盟国の場合

手術になった場合、手術前の入院生活は保存的治療の時

と変わりません。手術後の話をさせていただきます。

【術直後】

ベッド上安静となります。水分や食事は取れません。 24

時間点滴をします。おしっとの管や鼻から胃にかけて管が

入ってくるととがあります。痛み止めを使って、痛みが和

らぐように看護師は援助をします。

【術後翌日】

医師の許可がでたら、おしっとの管や鼻から胃にかけて

入っている管は抜けます。トイレ歩行が可能となります。

水分や食事は医師の許可があれば開始となります。（腸を

切っている場合は、水分や食事の開始時期は遅くなります）

【術後2日目以降】

腸の動きを良くするために、病棟

内を散歩します。食事ができるよう

になったら、点滴は終了になります。

術後 3日目以降、傷の経過により

ますがシャワー浴可能になります。
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【術後7日目以降】

術後の経過がよければ、自宅退院可能になります。傷の

抜糸などはありません。

．．について

腸閉塞は様々な原因で腸の働きが悪くなっているととで

生じていますので、腸の働きを改善するような生活を習慣

にしたいものです。

お通じが規則的にあるととも大切です。毎日 30分程度の

ウォーキングなどの運動や、消化の良い食べ物をよく噛ん

で食べ水分を良く摂るとと、ストレスを溜めないととなど

を心がけてください。
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｜ 「くす（樟）」の由求について
〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈見られます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）
は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供
しております。お気軽にお読み下さい。
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